
 

【 砥部分校 人権だよりについて 】 

令和５年度、初めての人権だよりを発行しました。 

これは、人権委員による活動です。各クラスから選出された２名の委員が、各学期に一度発

行します。今学期は３年生人権委員が担当です。今回のトピックは以下の通りです。 

● 坂村真民さんの詩の紹介 

● 人権・同和教育ホームルーム活動報告 

今年度、砥部分校は 10月 31日に砥部町全域で開催される、中予地区の人権・同和教育の

研究協議の会場になります。全校でホームルーム活動を行い、多くの方に参観していただく予

定です。 
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 砥部分校では、1年生の遠足時に町内にある「坂村真民記念館」を訪問します。しかし、3

年生は感染症対策で訪れることができませんでした。そこで、3年生の人権委員さんが真民さ

んの詩から、3篇の詩を選び紹介してくれます。 

【 坂村真民（さかむらしんみん）さんについて 】 

1909年、熊本県玉名郡府本村（現・荒尾市）生まれ。終戦後、朝鮮から引き揚げて愛媛県

に移住。高校の教員として国語を教え、58歳の時、砥部町に定住し、92歳で砥部町名誉町民

に選ばれる。2006年 97歳で砥部町にて永眠。20歳から短歌に精進するが、41歳で詩に

転じ、個人詩誌『詩国』を発行し続けた。 

一遍上人を敬愛し、人生の真理、宇宙の真理を紡ぐ言葉は、弱者に寄り添い、癒しと勇気を与

える。                            出典：坂村真民記念館HP 
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【 １学期の人権・同和教育ホームルーム活動 】 

 
 
 
←1年生の様子  
 
 
 
 
2年生の様子→ 
 
 

 
 
↓ 3年生の様子  

１年【よりよい人間関係をつくろうー心豊かな生き方を目指してー】 

  私たちは、より良い人間関係をつくろうというテーマで活動しました。まず、自分の長所と

短所を書きました。それから、その短所をポジティブな言葉に置き換え長所に言い換えていき

ました。このことから、どんな短所も長所に言い換えられることを学びました。 

 ホームルーム活動中、みんな積極的に話し合いに参加していたり、班の発表をがんばってい

たりしていました。また、坂村真民さんの「二度とない人生だから」という詩を読んだ感想で

は。一度しかない人生を大切にしたいという声が多かったです。 

３年【確かな進路保障のために】 

 3年生は就職や進学における差別について学

びました。 

 まず、面接試験の場面想定劇を代表者が行

い、その中で差別につながるおそれのある質問

を班で話し合いました。両親の仕事や自宅の詳

しい位置、尊敬する人についてなど、個人のプ

ライバシーや信仰に関わることなどは不適切な

質問であると知りました。そうして、自分がそ

のような質問をされた際には、「答えない・書

かない・提出しない」を徹底するということを

学びました。 

 3年生は進学・就職に向けて各々が歩み始め

ました。実際に公正な選考を受けるには、本人

の能力、適性、意欲で判断してもらう必要があ

るので、今回学んだことを活かして、適切な対

応ができるようにしたいです。 

２年【部落差別の起こりを学ぼうー不合理と理不尽に向き合う人々の歴史－】 

 私たちは、今回のホームルーム活動で人権問題に基づいたキーワードを一人一枚のスライド

にして、それを繋げながら発表しました。調べる上で人権問題の歴史や言葉について学ぶこと

ができました。自分たちが調べたことに対して先生が補足を入れてくださったので、さらに理

解を深めることができました。差別の成り立ちやどんなに不合理な差別が行われていたのかを

学習し、最近の感染症患者に対する差別についても再確認し、差別が認識されている現状で、

今まで学んだ知識を活用して、差別を少しずつでもなくしていけたらいいと思います。今回の

学習を通して、昔から差別は続いていて、形を変えながら現在まで残っているということに気

づくことができたと思います。みんな、真面目に取り組んで、素敵な発表をしていてとても良

い雰囲気の人権・同和教育ホームルーム活動になったと思います。 


